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意味の在り方を,意味を放念化 b3Kqddimdon)ある川もL､的経験 GTKntal叩 ぬ1cc)の問題として研究
を進めてきているLmgdq(1988b)は 次のようなことばで述べている｡
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ルナーら 伽 arKIKaplan(1963) も､このことを指摘しているさ指示対象への意味は 対
象への感覚.姿勢､感情､心情の諸要素を織り合わせた内的な力動的シェマ活軌を適して付与




















sm with リヽan掛野 (Sbbin2003:163)












で明らかこしていきたいと思う｡ここ聯 窮司を取り上げるのは 形容詞の意味には 対象の性質に関わる
客体的な側面だけでなく､その対象を知覚･認識するという主体的な側面をも重ね合わせられていると考え
られるからである｡例えば.川端 (1958)は､形容詞 (あるいi腕 には 対象の状態に関する実質
的(-歓喜畑切意味と､そのような状態にある対象を措定するという作用的意味 一 認知言詩学的に言えば､
主体的.主観的な意味となろう- とが融合されていると言っている (cf_川端 (1958:3)8また､LmgackeT
(1999)は 形容詞によって表される対象の性質というものが.程度の差こそあれ､主体の､その対象への働






















2.I.川端による日本語の形容詞文の研究 :川端 (1958)､川端 (1993-95(謙鞄 )より
2.1.I.判断の基本構造に直陵対応している文としての形容同文
川端は､形容詞文を,私たちの判断の基本柄適に直接対応している文として分析してきている (C【川
端 (193-95(減 ))｡川端によれは 判断とは､何事かを知ることである｡何事かを知るためには､捉えた
事柄全件 - 私たちが実際に直接捉えられるのは<もの>ではな<<事柄>全体でしかない (cf川端
(1993-95(講義))- の中から実際にはその事柄の中に未分化なものとして存在している直接的な中核を分析






ちの判断の基輔 か 1.そのままr主語+形観 という形容詞文によって表されているというわけである｡
2.u.情態形容詞と情意形容詞Lそしてその中御吋存在である評価形容河と感覚形容ぎ司








この2つの形容詞は - もちろん､どちらの形容詞も対象の性質に関わる客体的意味 ul端のことばで言え
は r実質的 (概念的)意味j)とその対象を知覚･認識するという主体的意味 Ul端のことばで言えは 対





















































































そこで.川端は.(8)を ｢情意形容詞の情態形鋼 b の例として説明している｡これは､(8)の情意形




r状簸｣と解釈し直すならは <私>の情意から対象の心理 ｢状態Jへの変化という意味での鮒 司の
情脚 ヒである5また.(8)のような例は.rもし自分がその対象であったなら…｣という主経の推論
を介して解釈された対象の情意 (心理状態)を表す文であるとも言える｡本多 (203)のことばを借りて言









時枝 (1973)は.日本語の形容詞には､対象所属の状射出蒙昧を表すもの､情意の主体 一 時枝 (1973)に
おいては､川端の言う 楕僧の対象｣も,それがその情意の主体であれば,｢情意の主体Jとして分析され








(ll)乙秋の夕暮れ魁 ｡/歓楽の掛 魁 ｡
b.この摸掛馳 =/今年の祭m･堪星辿 e







この時技の解釈に従えは (lla)のほうが (llb)よりも主体の情意の意味が強い､言い換えれは (lla)の
ほうが(llb)よりも主観性が商いということになるのだが､解駅によっては､後者のほうが前者よりも主観
性が高いと考えられる場合もある (富永､p.C.)｡例えは 主語名詞句に注目した場合､(lュa)は r秋の夕暮
れJ一般.｢歓楽の後JT般について語っている総称文と解釈できるのに対し.(lib)は ｢この｣｢今年の｣
ということI劫 らゝも分かるように,個別的､1時的､限定的な事態を語っている文であると解釈できる.総



















































意を裏している (cf｢私は (雨が降っているので)寂しい_[)とも､また.対象である ｢雨Jの状鋲を表し









m El属性の持ち主 ㈱ -属性 11血 Aowerisred.
TYPE2属性の持ち主 ㈱ -属性 信細め sheisprely(tol0kat).
m E3属性の持ち主 (対象)-属性 (評紗 Thistmkiseasy(torcad).
行為｢同性 (評価) Jlisd此ctdtocom＼血∝hiTrL























































る ｢悲しい｣と ｢うれしいJが､英語においては､TYPE6とTYPE7という異なるタイ棚 司として
分類されているという点である.これは､上述したように､m E6の形容詞が Em だけでなくPROCESS
『言語科学論集』第 10号 (2004)
をも分化させられるのに対し.TYPE7の形容詞がEm Lか分化させられないからであるが.なぜ英語















































r空｣や ｢酒｣や r樋 で性ない｡その情意の主体である ｢女｣や ｢父｣や ｢男Jであるっつまり.(19)の















































































(26)Whenitgets血 k,I'ulaヽ･ea甲 山u叩IyOLq些堅聖並yforycutorestand血止Ev血 喝rtSLForddswtnl
youmissin仇汀kwe.I血 wthal'swhatyoumiS. (ウェブページの中の声的な文章)
(27)He､､9SIed血叫か h血 paggeuqysazxlpasthmsanTKd 叫 estoR∝btkU血 'sbTrq蜘 a
























(31)aLU血 an聖些ⅨSky.Ihikeddo､ntD加か 浪Iy血reofSphiLLdは .__. (ウェブページより)
b.An △聖聖SkymdS山一gWhdsGreetA喝1耶althe4少AmualTexBLSS以eBassToum aTtWt
(ウェブページのタイトル)

























11粁ISIowly血 hyd}wntxsidehin (JolmSkhbd TheGnp oJ-wMk:580)
b.1Ⅵ妃na血耽alkrvdl.Cl血 Lqnnl町 my由血cesnJgh(血血血velyaTKlqg叫y山ecnJnletm oftk
bl血 - buthehadburidhistheeinhisb山S,adJ0dd阿Cdve也如a血nm 山肌OTdiruTyWⅦ rkSS
l血 ovel甲read血eemaciakd血geTS血oudlWhichbidkedmmy甲血 etG汀S. (uk 281)
(33a)で､楓 や 咽Jに投影されているのは r彼｣(飢え死にしかけている男)のその時の情意であり.
また.(33b)で r涙｣に投影されているのは r彼｣(アッシヤー )のその時の情意である｡しかし､これらを
転移修飾の例とするには問題がある,なぜなら､｢扱｣や ｢軌 や ｢最 jは.主体とは分冊不可能なもので
あり､それゆえ,これまで見てきた ｢日々 Jや r空｣のように､主体とI淵 孫に存在し､転移佳餅によっ
て修飾されるに足る､客体性の高い対象とは言えないからである;このことは.修飾される対象の客体性が
どの程度であるかという点もそれが転換鯵飾であるか否かを決定する要因のlつとなることを示している｡



















大きく2つのタイカニ分けられる亡1つは､例えは (19)の ｢悲しい空｣rうれしい酒｣,(21)の r楽しい一
日｣､(29)のhLg,`妙 などに見られるような､同一静味経験内の主体と客体との脚 月的な近接性に基づ
くもので､もうひとつは.例えは (21)の ｢なつかしい楓 .(25)のab惨 めd/αdのように､同一意味







(35)Ov町山ehghcoaslmxntAmsarKlot甘血eヽdeys血egraycb血uTEudedin血m 山e∝ en l加W辻dbkw
ぬ仙 V.hjdlind7eahazxlil幽 intkbn血,andit些堅塁±in血 forcsts.TkchKkGm in
叫 h叩缶､infokhin卵yCrags;and叫 p由dintoeetk azxlsewedbw ot甘 山e"也 仙 山肌山e
"iTd血押dandkR加 chJds血甲arKIsohd-TherahtxP "i血gudy的 Fn JSeSand血 叩 aZXl
dlC7193dLdya舶 toashZkt加 O.皿dl血加 乱心aぬ かtxnL血l触 "芯graytOSCC血叫dLrain山山
仙 血 to血 曝jd alfhst加 dry血 些越 鮎 HX)kttEでdovmazx]bhdd Fcrtwo血狩血









し血oq打K=ohrLSOn(1980:155)ぅまた､Gα弧 (1990)やJohm (】997)は.これまでメタファー 的拡張と呼
l封1てきたもののい<つかが､実は事鰻関の共起関係を基盤として成立したものであることを明らかにして














































(37)11氾血 beg弧widlgtQ Showers,pausesanddow叩 ;arKi山肌卵 d血lyitsew toasゆ tetrpo.m 山
dppsandasteadybeat,rainddwasm vtoseedvDudLrAm 血tculmidday山ghttoev飢晦 (折口娩:553)
卵 ′Iも 対象の色 (あるいは明暗)を表す形容詞である｡篠原 (20肥)も指摘しているように､このタイプ
の形容詞 (r作E1)は 通常､対象 但打TY)だけを分化させる形容詞であり,その対象の判断に関わる
主体の行為 伊ROCE娼)を分化させ､それをk)不定詞を用いて言語的に顕在化させることはない (cf篠原
(2002:2糾句 ),ところが (37)では､gTtD,が対象である ｢雨｣を ｢灰色だJと判断するに至った ｢それを通
して見る｣という主体の行為を表すb)不定詞を後続させている｡このような主体の行為の玉露庄化によってI
q言語科学論集J第 10号 (2004)
(37)のgrqyは - というより､,血 l(yzal)ttyn･gl叩,わSだぬtn廓 という句はと言うべきかもしれないが - 主
体を強く感じさせる言請表現となっている｡(36)の日本語の例とは兄なるが,このような英語の例も､客体
の状垣を表す形容岩河の主体化と言えよう｡
ところで,篠原 (2002)によれは 英語の形鋼 の中で､主体の行為を分化させそれをto不定詞で表す
ことのできるものは､preQ･.(mJglLeaDiayfcz'/(などの評価締 司とsalなどの一部の情意形容詞のようであ
る (ef篠原 (202:26465)｡P7)のgT町 とこれらの形容詞との関係を､篠原の提示したpROCESSm
の来桝ヒ･分化に関するスケール (cf図2)との関連で解釈すると.(37)のg'tD,は.客体の状喪を表す形








合に非文になることが分かる (容認度は山梨 (2W )に基づく)｡
(38)a山脈が東から酉に走っている壬/山脈が西から東に走っている｡ (山梨2α相:6)






























か5(39b)の ｢やさしくJや (40)の ｢つつましくJ｢ためらいがちに｣｢ひっそりと｣が､(3馳)の ｢嬉しそ












節 - これIお粥間的なものである (cf.尾上(1985:35) - の形式に直接対応している苫胎表現であると
















(41)rrberoadrutsEanEdv/仙 ehIdyDughthe四九 伽 101996:361)































































直接的な中核となった r九間道路｣や ｢道路｣とも解釈することができる｡したがって､これらのJ脚 司(の

















































の (a)は日本語の 巧董路が寂しく走っている｣を､また､(b)は ｢道路が気持ちよ<走っている｣を､それ
ぞれ英訳したものであるが.いずれも容認不可能であるや
(52)a.m eroadnnsLsaihr/desohkJvlthroughdlefores1-/rnleZd rLnSdmudl加地 垣塾Jdedate7vi.














































































(55a)の rしっかりと｣は､客体である ｢山 ｣々の形状 (山々が大屋町と隣接しているということ)杏
人間の r抱く｣という行為との関連で捉人的に裏している擬人イ朗 であり､｢やさし<｣は その山々の
性質 (山々が大屋町あるいは大屋町に住んでいる人々に恵みをもたらす存在であること)を人間の性格との
関連で擬人的に表している絶入化表現である｡また､｢あたたかく｣は.もとから客体の状胞だけでなく主
体の感覚をも衷すことができる感覚形容詞の連用形であるO客体である ｢山 ｣々自体の rあたたかい｣状態
を衷しているとも､また,主体 - この場合の主体とは､一人称者である<私>を含む大鹿町の住人 - が
その山々から受ける rあたたかい｣というJ旭 的な感覚を表しているとも言える｡
(55b)の ｢しっかりと｣は､客体である r人乳 の形状 (人里と尾鷲湾とが隣接していること)を鑑人
的に表す擬人化表現であり､rやさし(｣は､その人里に住む人々の思いを投影している転移修飾表現､rあ














(54)の日棚 に対応する英語の例を静べてみると､英語には 例えは 次のように､rしっかりと抱<｣
に相当する例は見られるのだが.｢あたたかく抱く｣｢やさしく抱く｣などに相当する例(例えは 77hT′血 血伊













叩 血gofthcraindecrd toa叫 swh 孤 也enn【TtlegauntrN rKNedhLSl如.れbkTy=kbeside
l血1andptheT飽rClo貯.IlkliJBnX)VCdagah"Sure:IMasaid･`Youjtdbeeag･He'lItxavnighLY血ljtd




















































今後は 本稿で十分考察できなかった.初 ,とsdの違い (cf.23)や､対象の状娘を表す形容詞の主





表す.thLfm 'onofihm (UshqT.274),mlabTZaPheTtWfsom ノ(uh 27恥jmJe如 o/biHWgn'4(Liher_289)
などがその例である- もあるのだが､それについても今後分析していきたいと思っている｡
形容i珂文や主体移動表現と同じように主体の判断の形式に直接対応していると考えられる房拾表現の































6 この例外となるのは.おそら<､篠原 (加 2)がm E6に分類したsdのような形容詞であろう｡
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